
第1回 大阪市立大学 女性研究者表彰制度

【岡村賞】 表彰式

優れた研究・教育活動を行い、男女共同参画推進に貢献する女性研究者を表
彰する“第1回 岡村賞”の表彰式が11月3日（月）、本学学術情報総合センター
にて行われ、西澤良記学長より受賞者へ賞状と副賞が授与されました。
今回の受賞者は次の３名です。
・「大学院生奨励賞」－創造都市研究科／トラン・ティ・アンさん（博士後期課程２年生）
・「博士研究員奨励賞」－理学研究科／山下（川野）絵美さん
・「特別賞」－複合先端研究機構、理学部／藤井律子准教授
本年度より創設されたこの賞は、本学の前身である大阪商科大学の卒業生、
岡村千恵子さん（昭和２５年卒）から副賞が寄付されたことにより「岡村賞」
と命名されており、継続的な研究活動を推奨し、次世代の優秀な女性研究者
の育成を通じて、男女共同参画を促進することを目的としています。
表彰式の模様、受賞者たちのプロフィールは下記HPで公開しています。
http://www.wlb.osaka-cu.ac.jp/2014/11/13/20141103/

本学では平成26年1月より、ライフイベント（出産・育児・介護等）を抱えた女性研究者の研究活動をサポートするために、研究支
援員を配置する本制度を開始しました。女性研究者だけでなく、女性研究者が配偶者である男性研究者も本制度をご利用にな
れます。研究者は自身の監督・指示のもと、研究支援員から必要な支援を受けることができます。現在、研究支援員として12名の
本学学部生、大学院生、若手研究者たちが勤務しています。研究支援員たちからは「研究分野に広がりができた」「自分の研究活
動につなげていける」「復帰の足がかりとなった」という声が届きます。女性研究者支援室では「女性研究者ネットワークシステ
ム」を構築し、研究者・学生たちへの情報提供や、情報交換の場として役立てています。

女性研究者
ネットワークシステム https://ocu-sfr.my.salesforce.com/

女性研究者同士の情報交換や女性研究者と研究支援員とのマッチングのためのネットワークシステムです。

「女性研究者研究活動支援員制度」について

平成26年11月より、財団法人こども未来財
団「ベビーシッター育児支援事業割引券」制
度を実施しています。同財団認可業者のベ
ビーシッターを利用した場合に利用料金が
割引きになります。ご利用には事前申込みが
必要です。女性研究者支援室のホームペー
ジから申込書をダウンロードしてお申し込み
ください。

ベビーシッター割引券
（育児クーポン）のお知らせ 平成26年2月に女性研究者研究活動支援事業「ワーク・ライフ・バランス等に関するアン

ケート調査」を実施し、316名の有効回答を得ました。
アンケート調査報告書は女性研究者支援室でご覧いただけます。

女性研究者研究活動支援事業アンケート調査

女性研究者支援室では、本学の女性教員新規採用および上位職への昇任を加速するため、
標記2種のインセンティブ経費を設置しています。平成27年1月までに、対象の4部局へ授与
することが決定しました。

「女性教員採用推進経費」「昇任支援加速経費」創設

左から山下（川野）さん、西澤学長、トラン・ティ・アンさん　（藤井准教授は欠席）
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女性研究者支援室では 女性研究者を応援するために さまざまな取り組みを行っています
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イベント開催報告イベント開催報告

大阪市立大学 女性研究者支援室だより Vol.2大阪市立大学 女性研究者支援室だより Vol.2

●平成26年8月1日（金）、10月24日（金）
東京大学大学院情報学環から特任助教安斎勇樹先生をお招きし、
入門編、実践編と連続してワークショップ講習会を開催しました。
ワークショップとは何か、デザインの手順、事例などを学び、支援事
業の課題について今後どのように取り組むべきかの意見交換も行
いました。次は当支援室の学生スタッフが主体となって、“ワークラ
イフバランス”をテーマに開催を企画しています。

■第1回＆第2回 ワークショップ講習会■第1回＆第2回 ワークショップ講習会

■ロールモデル☆セミナー PART1■ロールモデル☆セミナー PART1

■オープンキャンパスにおける理系女子学生による進路相談会■オープンキャンパスにおける理系女子学生による進路相談会

●平成26年9月10日（水）
人権問題研究センター・創造都市研究科から古久保さくら准教授を
迎え、「両立する女性の『ロールモデル』を考える」と題してセミナーを
開催しました。「ジェンダー変容期」「大学の変容期」を迎え、共働きが
主流傾向となるなかで、仕事と家庭を両立する女性がどのように表
象されているか、「働くママ」をめぐるＣＭを見ながら検討しました。

■第1回 研究者交流会■第1回 研究者交流会
●平成26年10月17日（金）
明石高等専門学校から武田字浦先生を迎え、研究者としてのキャ
リアパスや教育活動に関してご紹介頂きました。研究者として歩む
過程の中で、教員経験の必要性と不安についてもお話がありまし
た。また、研究者として定時労働制か、裁量労働制かの働き方の違
いによるワーク・ライフ・バランスについて意見交換を行いました。

●平成26年8月9日（土）
理系の女子大学院生13名による進路相談会を開催し、53名の参加
者が集いました。スタッフが着用しているポロシャツは女性研究者
支援室の学生スタッフのデザインによるものです。

その他のイベント

11月19日（水）・12月17日（水） 各16時15分～17時

「SNSのええとこ、あかんとこ
“つなげて、つながる”SNSを使いこなそう」

12月9日（火） 14時40分～17時00分

「タイムデザインを考える」

11月28日（金） 16時20分～18時

「働く女性と子どものこころ
―留学・子育て・研究のライフヒストリーから―」 第1部：講演　第2部：討論セッション

第3回 研究者交流会 第4回 研究者交流会ロールモデル☆セミナーPART2
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